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【方法】試料は，使用済み部分床義歯 (ACRONMC 製，GC Co., Ltd Tokyo, Japan) から採取し(使用義歯) , 
比較対象として同材料 (ACRONMC) にて新規作成した PMMA 製のプレート(未使用レジン)を用い
た。それぞれ，マイクロビッカース硬さ試験機を用いた硬さ測定，オーブンを用いての乾燥前後の重






では 1636 cm-1 付近に未使用レジンには存在しないピークが確認された。このピークは炭素二重結合 (C
= C) を示すことから， PMMA レジンの主鎖である炭素単結合 (-C-C-) が劣化過程で切断され，新た
に C=C が形成されたことを示唆する。物理的に PMMA の -C・C- を切断し新たに C=C 結合を形成










現在，義歯床材料として頻用されている Polymethyl metacrylic acid (PMMA) レジンは，口腔内長
期使用により徐々に物性低下などの劣化が生じる。 PMMA レジンの劣化については，岐合力などの
物理的因子や義歯洗浄剤などの化学的因子にその原因を求められてきた。しかし，口腔内では，物
理的・化学的因子だけではなく 口腔微生物や唾液などの生物学的因子が PMMA レジンの劣化に関
与している可能性が高い。そこで松尾氏は， PMMA レジンの劣化を多角的に計測することで，物理
的・化学的因子に加えて生物学的因子が PMMA レジン劣化に関与する可能性，すなわち「生物学的劣
化 (biodeterioration) J について検討している。使用義歯の PMMA レジンの劣化指標として，マイク口
ビッカース硬さ，水分含有量， FTIR プロファイルを用いており，とくに FTIR プロファイルによって
PMMA レジン表面の化学成分分析が可能であることから，本研究の目的遂行に最適である。
結果として， (1) 使用義歯では研磨面，粘膜面で硬さが有意に低下したが， 100μm 削除すると割断
面と硬さに差がなくなっていること， (2) 使用義歯では水分含有量が有意に大きいこと， (3) 使用義歯
の FTIR プロファイルには 1636 cm-1 付近に特徴的なピークが存在することを明らかにし，このような
変化は，義歯洗浄剤などによる化学的変化ではないことを示している。とくに(1)および、 (3) の知
見から，劣化は PMMA レジン表面に局在していること，および劣化にともない PMMA レジンの化学
成分が変化していることを示唆している。 (3) の FTIRプロファイル上の特異的ピークは炭素二重結合 (c
= c) を示すことから，劣化にともない PMMA レジン主鎖である炭素単結合 (-c・C・)が切断され，新
たな炭素二重結合が形成された可能性を考察している。松尾氏の論ずるよう， PMMA の炭素単結合の
切断と炭素二重結合の形成には相当量のエネルギーが必要であり，口腔内で想定される物理的因子の
みでは生ずることは難しい。しかし，口腔内には口腔微生物や唾液といった生物活性，とくに多様な
酵素が存在し，それが化学成分変化を触媒していると考えることは妥当である。
本研究により，使用義歯 PMMA レジンの劣化を多角的に評価することが可能となり，その評価結果
から，劣化の表面局在性と劣化にともなう化学成分変化が明らかになった。化学成分変化は物理的因
子のみでは生じにくいことから，唾液や微生物由来の酵素などによる生物学的因子が関与しているこ
とが示唆される。本研究は，歯科用レジンの劣化の科学に新たな視点を加えるとともに，その評価手
法として今後の歯科材料開発に貢献するものであり，博士(歯学)に相応しいものと判断する。
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